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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第61期

第３四半期連結
累計期間

第61期
第３四半期連結
会計期間

第60期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (百万円) 168,491 58,520 220,152

経常利益 (百万円) 2,490 1,146 4,218

四半期（当期）純利益 (百万円) 829 544 1,236

純資産額 (百万円) ─ 42,638 42,797

総資産額 (百万円) ─ 90,582 76,030

１株当たり純資産額 (円) ─ 915.46 919.18

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

(円) 17.85 11.71 26.60

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ─ 47.0 56.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 17,444 ─ △3,097

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,065 ─ △9,582

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △992 ─ △1,350

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ─ 25,263 9,875

従業員数 (名) ─ 2,465 2,398

(注)１　当社は四半期連結財諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

　おりません。

　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

　おりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の

内容に重要な変更はございません。

　また、主要な関係会社についても異動はございません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はございません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年12月31日現在

従業員数(名) 2,465[11,978]

(注) １　従業員数は就業人員数(当社グループから当社グループ外への出向者を除く。なお、当社グループ外から

当社グループへの出向者はおりません。)であります。

　　 ２　従業員数の[　]内は、パートタイマーの当第３四半期連結会計期間における平均雇用人員を外書で記載

　 しております。

　

(2) 提出会社の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年12月31日現在

従業員数(名) 1,800[8,077]

(注) １　従業員数は就業人員数(当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。)であります。

　　 ２　従業員数の[　]内は、パートタイマーの当第３四半期会計期間における平均雇用人員を外書で記載して

　 おります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における売上高の内訳は、次のとおりであります。
　

区　　分

当第３四半期連結会計期間

（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額(百万円) 構成比(％)

商品売上高

生　鮮　食　品 33,385 57.0

加　工　食　品 15,320 26.2

ノンフード商品 9,460 16.2

　 小　　計 58,167 99.4

その他売上高 353 0.6

合　　　　計 58,520 100.0

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
２　商品売上高は小売事業の売上高であり、その他売上高は小売支援事業の売上高であります。

　

(2) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入高の内訳は、次のとおりであります。
　

区　　分

当第３四半期連結会計期間

（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額(百万円) 構成比(％)

商品仕入高

生　鮮　食　品 24,038 55.1

加　工　食　品 12,507 28.7

ノンフード商品 6,784 15.6

　 小　　計 43,329 99.4

その他仕入高等 256 0.6

合　　　　計 43,586 100.0

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　仕入高は、実際仕入価額で表示しております。

３　商品仕入高は小売事業の仕入高等であり、その他仕入高等は小売支援事業の仕入高等であります。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はございません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

当第３四半期連結会計期間の財政状態及び経営成績の分析については以下のとおりであります。

なお、文中の将来に関する予想、見積もり等の事項は当四半期報告書提出日現在において当社グループが

判断したものであり、先行きに不確実性やリスクを含んでいるため、将来生じる結果と異なることがあり

ますのでご留意下さい。

　

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、金融市場の混乱による世界的な景気悪化が顕在化す
るなか、円高・株安が企業収益を圧迫し、さらに雇用環境も悪化するなど、国内の景気後退が顕著になって
まいりました。小売業界におきましても、雇用不安や食の安全性への懸念が個人消費へ大きく影響し、業種
業態を超えた企業間競争の激化も相まって、厳しい経営環境が続いております。
　このような状況の中、当社グループは、より質の高いスーパーマーケットチェーンの実現を目指し、お客様
から支持される店づくりや店舗運営の体質強化などに引き続き取り組んでおります。

　当第３四半期連結会計期間における当社グループ小売事業の状況は、次のとおりです。
　スーパーマーケット事業におきましては、当期から始まった新中期２カ年経営計画を強力に推し進め、構
造改革のさらなる深耕に取り組むとともに、経営理念である「すこやけくの実現」を目指し、他社との差別
化策の確立に努めております。
　商品面では、安全・安心・健康・美味しさにこだわったＰＢ商品「食卓応援」の開発に取り組み、販売面
では、より競争力のあるスーパーマーケットづくりのため、子会社の㈱クックサンと共同で売場・商品構成
を見直し、惣菜分類の強化を進めました。
　設備投資では、平成20年11月に横浜西寺尾店(横浜市神奈川区)、同年12月に八王子中野店(東京都八王子
市、スクラップ＆ビルド)を新設いたしました。また、３店舗で惣菜売場の拡大強化をはかるとともに、省力
化什器導入などを実施し、既存店の活性化を進めてまいりました。
　ドラッグストア事業におきましては、調剤部門やヘルスケア商品、ビューティケア商品などの品揃えの充
実をはかるとともに、既存店の改装を進めて活性化に努めてまいりました。
 これらの結果、当第３四半期連結会計期間におきまして、連結営業収益は605億86百万円、連結営業利益は
10億74百万円、連結経常利益は11億46百万円、連結四半期純利益は５億44百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末は、前連結会計年度末に比べ総資産が145億52百万円増加しました。これは、
当第３四半期末日が金融機関休業日であったため、買掛金などの未払債務および手元流動性資金が両建て
で膨らんでいることが主たる原因であり、その影響額は115億31百万円です。そのほか、固定資産は２億45百
万円増加、長短借入金は返済と借り換えを行った結果、あわせて３億24百万円減少しております。なお、負債
総額は147億10百万円増加し、純資産が１億58百万円減少した結果、自己資本比率は9.2ポイント減少し
47.0％になりました。
　設備投資に関しましては、新設店舗および改装店舗などへの投資として、32億57百万円を支出いたしまし
た。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)の残高は252億63百
万円となりました。
　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであ
ります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は155億59百万円となりました。主な増加要因は、第３四半期末日が金融

機関休業日のため、その支払いが翌営業日に繰り越された影響などにより、仕入債務と未払金が増加し

た合計額152億13百万円、さらに、税金等調整前四半期純利益10億85百万円、減価償却費６億96百万円な

どであります。また、主な減少要因は、売掛債権の増加額８億88百万円、たな卸資産の増加額３億33百万

円、法人税等の支払額３億71百万円などであります。

　　　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出した資金は10億52百万円となりました。これは主に、新設店舗および既存店改装な

どへの設備投資による支出額12億96百万円によるものです。

　　　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は68百万円となりました。主な減少要因は、長期借入金の返済による支出

額５億78百万円（借入れによる収入との相殺後純支出額３億78百万円）、配当金の支払額３億10百万円

などであり、主な増加要因は、短期借入れによる収入額６億22百万円によるものです。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および連結子会社）の事業上および財務上

の対処すべき課題に重要な変更または新たに生じた課題はございません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はございません。

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループでは、平成18年度及び19年度に「経費の削減」と「競争力のアップ」を目指し、構造改

革を進めてまいりました。当社グループを取り巻く事業環境は、生活必需品の相次ぐ値上げや食の安全

性への関心の高まりなどが個人消費へ大きく影響し、企業間競争の激化なども相まって、引き続き厳し

い経営環境が続いております。

  こうした状況をふまえ、現在、第２次構造改革として平成20年度及び21年度における新中期２カ年経

営計画を策定し「構造改革の更なる深耕」と「すこやけくの実現（＝お客様の健康で豊かな暖かい日

常生活とより健全な社会の実現）を目指す差別化策の確立」に取り組んでおります。さらに、新中期２

カ年経営計画では、スーパーマーケット事業の売上高営業利益率２％ならびに既存店売上高前期比１％

アップを目標に、さらなる経費の削減と惣菜強化などによる競争力アップを推進しております。

　当第３四半期連結会計期間における同事業の売上高営業利益率は1.6％となり、また、既存店売上高前

期比は0.4％の減少となりました。 なお、当第３四半期連結累計期間における同事業の売上高営業利益

率は1.0％となり、また、既存店売上高が前期比1.0％減少しておりますが、新中期２カ年経営計画の見通

しに変更はございません。

　

(7) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

当期における設備投資は連結ベースで約42億円を計画しており、これは当期の営業キャッシュ・フ

ローの範囲内であり、自己資金及び長期借入金で賄う予定であります。当第３四半期連結会計期間にお

ける設備投資は12億96百万円で、ほぼ予定通り推移しております。また、運転資金は安定しており、有利

子負債はほぼ横ばいで計画しております。

　

(8) 経営者の問題認識と今後の方針について

小売業を取り巻く事業環境は、益々厳しさを増しておりますが、当社グループは、これからも地域に密

着し、お客様の信頼に応えられる企業として永続的な発展に努めてまいります。そして現在、新中期２カ

年経営計画の着実な遂行を通じ、高い競争力と安定した収益力の両立を目指すとともに、将来の成長戦

略となりうる当社グループの強みを発揮できるビジネスモデルの確立に努めております。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はございません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

①重要な設備計画の完了

第２四半期連結会計期間末時点で計画中であった重要な設備の新設が、当第３四半期連結会計期間に

完了したものは、次のとおりであります。

会社名 所在地 設備名 設備の内容
投資金額
（百万円）

売場面積
(㎡)

着工及び
完了年月 年間売上

予定額
(百万円)着工 完了

㈱いなげや

横浜市
神奈川区

横浜西寺尾店 新設店舗
平成20年
６月

平成20年
11月

509 1,700 1,900

東京都
八王子市

八王子中野店 新設店舗 939 2,200
平成20年
４月

平成20年
12月

2,000

(注)１　年間売上予定額は、開店から１年間の売上見込額であります。

　　　２　年間売上予定額には、消費税等は含まれておりません。

　

②重要な設備の新設等

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は、次のとおりでありま

す。

会社名 所在地 設備名 設備の内容
投資予定金額

売場面積
(㎡)

着工及び
完了予定年月 年間売上

予定額
(百万円)総額

(百万円)
既支払額
(百万円)

着工 完了予定

㈱いなげや
東京都
小金井市

未定 新設店舗 550 13 1,100
平成20年
12月

平成21年
６月

1,800

(注)１　年間売上予定額は、開店から１年間の売上見込額であります。

　　  ２　各設備資金につきましては、自己資金及び長期借入金で賄う予定であります。

　　　３　年間売上予定額には、消費税等は含まれておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 52,381,44752,381,447
東京証券取引所
（市場第一部）

権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株
式であり、単元株式数は
1,000株であります。

計 52,381,44752,381,447 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はございません。

　　　

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はございません。

　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年10月１日～
　平成20年12月31日

─ 52,381 ─ 8,981 ─ 13,598
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(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において大株主の異動は把握しており

ません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 5,916,000
― ―

完全議決権株式(その他)  普通株式 46,153,000 46,153 ―

単元未満株式  普通株式   312,447― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数  52,381,447― ―

総株主の議決権 ― 46,153 ―

(注)　自己株式5,916,954株のうち、5,916,000株については、「完全議決権株式（自己株式等）」に記載し、

954株については「単元未満株式」に含めて記載しております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社いなげや
(自己保有株式)

東京都立川市栄町
六丁目１番地の１

5,916,000 ─ 5,916,00011.3

計 ― 5,916,000 ─ 5,916,00011.3
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 925 923 910 910 920 917 903 910 914

最低(円) 899 891 895 895 900 885 771 862 865

(注)最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。　
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりで

あります。

　役職の異動

　

役名 新職名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役 ─
店舗開発統括部
副統括部長

猿渡　健司 平成20年７月16日

取締役 商品統括本部長
商品統括本部長兼
ノンフード統括部長

木村　博尚 平成20年７月16日

取締役 営業企画本部長
商品副統括本部長兼
生鮮統括部長兼
食卓応援開発室長

青柳　　力 平成21年２月２日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結

累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成

方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項

第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人日本橋事務所により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,605 4,779

売掛金 1,895 997

有価証券 12,699 7,697

商品及び製品 7,365 6,685

仕掛品 14 9

原材料及び貯蔵品 363 264

その他 4,328 5,514

貸倒引当金 △24 △5

流動資産合計 40,248 25,941

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 11,371

※１
 11,176

土地 13,901 13,722

その他（純額） ※１
 3,150

※１
 2,726

有形固定資産合計 28,423 27,624

無形固定資産 2,787 2,948

投資その他の資産

投資有価証券 4,625 5,193

差入保証金 11,906 12,124

その他 2,593 2,198

貸倒引当金 △3 △1

投資その他の資産合計 19,122 19,514

固定資産合計 50,333 50,088

資産合計 90,582 76,030
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 27,746 14,213

短期借入金 622 －

1年内返済予定の長期借入金 2,337 3,877

未払法人税等 250 785

その他 9,003 6,893

流動負債合計 39,960 25,769

固定負債

社債 400 400

長期借入金 4,463 3,869

退職給付引当金 984 940

その他 2,134 2,251

固定負債合計 7,982 7,462

負債合計 47,943 33,232

純資産の部

株主資本

資本金 8,981 8,981

資本剰余金 13,598 13,598

利益剰余金 24,983 24,851

自己株式 △6,097 △6,087

株主資本合計 41,465 41,343

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,068 1,373

評価・換算差額等合計 1,068 1,373

少数株主持分 104 80

純資産合計 42,638 42,797

負債純資産合計 90,582 76,030
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業収益 174,132

売上高 168,491

売上原価 123,638

売上総利益 44,853

営業収入 5,641

営業総利益 50,494

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 19,871

地代家賃 6,896

退職給付費用 1,008

貸倒引当金繰入額 9

その他 20,425

販売費及び一般管理費合計 48,211

営業利益 2,283

営業外収益

受取利息 160

受取配当金 67

その他 117

営業外収益合計 345

営業外費用

支払利息 117

その他 21

営業外費用合計 138

経常利益 2,490

特別損失

固定資産処分損 37

減損損失 400

たな卸資産評価損 144

投資有価証券評価損 51

特別損失合計 632

税金等調整前四半期純利益 1,857

法人税、住民税及び事業税 574

法人税等調整額 429

法人税等合計 1,004

少数株主利益 24

四半期純利益 829
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

営業収益 60,586

売上高 58,520

売上原価 43,359

売上総利益 15,161

営業収入 2,065

営業総利益 17,227

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 6,508

地代家賃 2,317

退職給付費用 331

貸倒引当金繰入額 9

その他 6,985

販売費及び一般管理費合計 16,152

営業利益 1,074

営業外収益

受取利息 46

受取配当金 22

その他 48

営業外収益合計 116

営業外費用

支払利息 35

その他 8

営業外費用合計 44

経常利益 1,146

特別損失

固定資産処分損 10

投資有価証券評価損 51

特別損失合計 61

税金等調整前四半期純利益 1,085

法人税、住民税及び事業税 27

法人税等調整額 499

法人税等合計 526

少数株主利益 14

四半期純利益 544
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,857

減価償却費 2,040

減損損失 400

投資有価証券評価損益（△は益） 51

貸倒引当金の増減額（△は減少） 19

退職給付引当金の増減額（△は減少） 44

受取利息及び受取配当金 △228

支払利息 117

固定資産処分損益（△は益） 35

売上債権の増減額（△は増加） △898

たな卸資産の増減額（△は増加） △786

仕入債務の増減額（△は減少） 13,532

その他 2,215

小計 18,400

利息及び配当金の受取額 218

利息の支払額 △120

法人税等の支払額 △1,054

営業活動によるキャッシュ・フロー 17,444

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,437

無形固定資産の取得による支出 △160

投資有価証券の取得による支出 △1

有価証券の取得による支出 △1,500

有価証券の売却による収入 3,000

貸付金の回収による収入 67

差入保証金の差入による支出 △659

差入保証金の回収による収入 592

その他 33

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,065

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 622

長期借入れによる収入 1,900

長期借入金の返済による支出 △2,846

配当金の支払額 △658

その他 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー △992

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 15,387

現金及び現金同等物の期首残高 9,875

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 25,263
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

会計処理基準

に関する事項の

変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来最終仕入原価法による原価法によって

おりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基

準第９号 平成18年７月５日)が適用されたことに伴い、主として最終仕入原価法による原価法

(収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)に基づく方法に変更しております。

　この結果、従来の方法と比べ、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益が８百万円減少

し、税金等調整前四半期純利益が18百万円減少しております。

　なお、最終仕入原価として、従来本部仕入原価を採用しておりましたが、コンピューターシステ

ムの整備を契機に店別仕入原価を採用する方法に変更いたしました。

　これは、たな卸資産の評価をより実態に合わせて精度を高めることで、期間損益計算をより適正

にすることを目的に行ったものであります。この変更により、当第３四半期連結累計期間の営業

利益、経常利益は変わりませんが、税金等調整前四半期純利益が134百万円減少しております。

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

　固定資産の減

価償却費の算定

方法

 定率法を採用している資産につきましては、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分し

て算定する方法によっております。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

有形固定資産

の耐用年数の変

更

　平成20年度法人税法の改正にともない、第１四半期連結会計期間より、機械装置に関して改正後

の法人税法に基づく耐用年数に変更しております。

　なお、これにより当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　 有形固定資産の減価償却累計額 35,257百万円※１ 有形固定資産の減価償却累計額 33,766百万円

　２　保証債務
　　　下記会社の金融機関借入金について、債務保証をして

おります。

日興運輸株式会社 125百万円

　２　保証債務
　　　下記会社の金融機関借入金について、債務保証をして

おります。

日興運輸株式会社 133百万円

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間

　　　　　　（ 自　平成20年４月１日）
　　　　　　　 至　平成20年12月31日）

※　　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

現金及び預金 13,605百万円

有価証券 12,699百万円

その他（流動資産） 458百万円

　　　計 26,763百万円

預入期間が３か月を超える

有価証券
△1,500百万円

現金及び現金同等物 25,263百万円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式 52,381,447株

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式 5,919,507株

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はございません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 348 7.5 平成20年３月31日 平成20年６月26日

平成20年10月28日
取締役会

普通株式 利益剰余金 348 7.5 平成20年９月30日 平成20年12月１日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当第３四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当

の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はございません。

　

５　株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はございません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　
　　当社グループの主たる事業は、主に食料品、日用雑貨、医薬品を販売目的とする小売チェーンシステ
　ムの経営であり、このチェーンシステム事業にかかるセグメントの売上高、営業利益は全セグメントの
　売上高合計、営業利益合計の90％を超えておりますので、セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　
　　在外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はございません。

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　
　　海外売上高がないため、該当事項はございません。

　

(有価証券関係)

　　 当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

　　　その他有価証券で時価のあるもの

区分
取得原価
(百万円)

四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

差額
(百万円)

四半期連結貸借対
照表計上額が取得
原価を超えるもの

①　株式 2,641 4,469 1,828

②　債券 ─ ─ ─

③　その他 ─ ─ ─

小計 2,641 4,469 1,828

四半期連結貸借対
照表計上額が取得
原価を超えないも
の

①　株式 121 108 △12

②　債券 65 47 △18

③　その他 ─ ─ ─

小計 186 155 △31

合計 2,828 4,625 1,797

　（注）取得原価は減損処理後の帳簿価額であります。なお、当第３四半期連結累計期間において減損処理

　　　　を行い、投資有価証券評価損51百万円を、特別損益に計上しております。なお、減損処理にあたっ

　　　　ては、個別の銘柄の有価証券の時価が取得原価に比べ50％以上下落している場合には全て減損処理

　　　　を行い、40％～50％程度下落した場合には回復可能性を考慮して必要と認められた額について減損

　　　　処理を行っております。
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(デリバティブ取引関係)

　　　該当事項はございません。

　　　なお、金利スワップ取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用しておりますので注記の対象から

　　　除いております。

　

(ストック・オプション等関係)

　　　該当事項はございません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 915円46銭 １株当たり純資産額 919円18銭

(注)１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項　目
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 42,638 42,797

普通株式に係る純資産額(百万円)　
　　　　　

42,534 42,717

差額の内訳(百万円)
　少数株主持分　　　　　　　　　　　　　

104 80

普通株式の発行済株式数(株)　　　　　
　

52,381,447 52,381,447

普通株式の自己株式数(株) 5,919,507 5,908,049

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数(株)

46,461,940 46,473,398

　

２　１株当たり四半期純利益金額等

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
　　至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 17円85銭　１株当たり四半期純利益金額 11円71銭

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
　　至　平成20年12月31日）

四半期連結損益計算書上の
四半期純利益（百万円）

829 544

普通株主に帰属しない金額（百万円） ─ ─

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 829 544

普通株式の期中平均株式数（株） 46,468,001 46,464,505

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はございません。
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２【その他】

　　平成20年10月28日開催の取締役会において、平成20年９月30日現在の株主名簿（実質株主名簿を含む）

　に記載又は記録された株主又は登録質権者及び端株原簿に記載又は記録された端株主に対し、剰余金の配

　等（第２四半期末）を行うことを次のとおり決議いたしました。

　　（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・348百万円

　　（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・７円50銭

　　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・平成20年12月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月10日

株式会社いなげや

取締役会　御中

　

監査法人日本橋事務所

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　山　　村　　浩　太　郎　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　千　　保　　有　　之　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社いなげやの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社いなげや及び連結子会社の平成20年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社はたな卸

資産の評価基準及び評価方法を変更した。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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